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クラスインデックス ク　ラ　ス 人数 データ数 中央値 平均値 標準偏差
1 月曜3限Dクラス 41名 39 76．00 75．77 12．2
2 月曜4限Cクラス 41名 39 75．00 74．37 11．7
3 火曜2限Eクラス 43名 36 75．50 74．76 13．7
4 水曜3限Bクラス 43名 38 78．50 76．71 11．8
5 火曜4限再履修クラス 50名 30 68．00 66．73 12
第2表　　「経営情報科学」成績報告
クラスインデツクス ク　ラ　ス S A B C D H 合計
1 月曜3限Dクラス 7 9 10 11 2 2 41
2 月曜4限Cクラス 3 14 8 13 2 1 41
3 火曜2限Eクラス 6 9 8 11 4 5 43
4 水曜3限Bクラス 6 12 10 9 4 2 43
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それらの量の間のPearsonの相関係数を第5表（のに示す。欠席回数と成績の
相関係数は一〇．5021、演習点と成績の相関係数は0。5416、演習点と欠席回数の
相関係数は一〇．2976である。相関係数の下の（）内の数字は計算に用いられ
たデータ件数を表す。その下の数値は母相関係数が0という帰無仮説のもと
でのr値を表す。p－0．000ならば、1％で棄却される。相関係数のp値は全てp＝
0。000だから、何れも「相関がある」ということを意味している。
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第5表　欠席回数と演習点と成績の相関
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（b）KESSEKI（欠席回数）を制御変数とした偏相関係数
　次に欠席回数を制御変数として、演習点と成績の偏相関を考える。つまり、
「欠席回数が多ければ、演習も出来ないし、成績も悪い」という仮説を検討
するわけである。第5表（b）にその偏相関係数を示す。結果は欠席回数の線形
効果を除いても、演習点と成績の間には正の相関（相関係数α475）があるこ
とがわかった。言い換えれば、欠席回数によらず、「授業中の演習ができな
いものは成績も悪い」ことが判明した。
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V．結論
　同じ条件で講義を行い、同じ問題の試験を実施した5クラスの成績のデー
タを比較して、以下の結果を得た。
1．1年の各クラスの成績の分布は正規分布に近い分布となり、平均値と
　　標準偏差で比較することができる。再履修クラスの分布は正規分布か
　　ら外れていて、低い得点の方へ裾を引いた分布となっている。
2．1年の各クラスの成績の間には互いに有意な差異は認められなかった。“
　　しかし、再履修クラスの成績と他のクラスの成績の間には差異が認め
　　られた。つまり、再履修クラスは他のクラスとは「統計的に異なる」
　　クラスということになる。
3．相関係数の分析により、演習点の良い（悪い）ものは、成績も良い
　　（悪い〉ことが分かった。これは、普段から授業中に熱心に話を聞き、
　　内容を理解していれば、試験もよくできるということである。このこ
　　とは講義内容に対する好み・適性等とも関係していると思われる。
4。また、相関係数の分析により、欠席回数が多い（少ない）者の成績が
　　悪い（良い）ことが分かった。講義の内容は連続しているので、欠席
　　すれば、わからなくなるのは当然である。欠席した分については自習
　　するなど、学生本人の努力が重要である。
5．欠席者が多い、講義に対する関心度が低いなど再履修クラスには問題
　　がある。講義内容を工夫するなど、対策を講じる必要がある。
次稿では、同じ学生のグループに対して実施したアンケート調査の結果を報
告する。それによって、講義の内容に対する学生の関心度や理解度をチェッ
クする。また、学生の要望をまとめ、カリキュラムを改善するための資料と
したい。
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